
第15回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　議　　事　　次　　第

●

1，　日

場
議

2
　
【
6

時・　昭和5ろ年6月28日（水）

　　　午後2時～4時

所　　宇宙開発委員会会議室

題　　（1）　宇宙開発計画に関する要望事項について

　　　（2）字：宙開発計画の見直しに関する審議について

　　　（3）第一部会の構成員の追加について

4．　資　　料

委15－1
　委15噛一2

　委15－3

　委15－4

　委「5－5

第12回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

宇宙開発計画の見置しに関する要望事項（その1）

　　　　　　　　”　　　　　　　（その2）

　　　　　　　　〃　　　　　　　（その5）

宇：宙開発計画の見直しに関する審護について（案）
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第12回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　議　　事・　要　　旨

時
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4．　資　　料

委12－1

　委12－2

5．出席者

昭和55年6月21日（水）

午後2時～4時

宇宙開発委員会会議室

。　関係省庁における宇宙関連研究開発造出

　　状況について

第11回宇宙開発委員会（定例会謎）議事要旨

関係省庁における字宙関連研究開発進捗状況

　宇宙開発委員会委員長代理

　　　　〃　　　　委貝　　　　γ　　　　　　　　　　一一

　　　　〃　　　　　　　　　〃

　　　　〃　　　　　　　　　〃

関係省庁職員等

　科学技術庁長官官房参事官

通商産業省機械情報産業局次長

　　　〃　　工業技術院総務部長

　運輸省大臣官房参事官

　　〃　気象庁総務部長

　　〃　海上保安庁総務部長
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　郵政省電波監理局審議官

　建設省大臣官房技術参事官

　運三省気象庁

　郵政省電波監理局

　東京大学宇宙航空研究所

　宇宙開発事業団

　　　　　〃

　　　　　〃

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　　〃　　　　〃　　宇宙国際課長

　　　　〃　　　　〃　　宇宙レ梧発細長

6　議事要旨

（1）　前回議事要旨
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（代理：飯田）
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　　　第11回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨が確認された。

　（2）幽係省庁における宇宙関連研究開発進捗状況について

　　　事務局から、資料委12－2に基づいて説明が行われたのち・

　　以下の質疑応答が行われた・　　　　　　　　　　　　　　　　◎・

八藤包各舎庁の研究体制、陣容に関する記述が不統一なので、今後

　　は締一レた方がよい◎

事務局：来年度からは統一したい。
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宇宙開発計画の見直し1ヒ

関する要望事項（その1）
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建設省

　　　　　　　測地二二の開発

　　　　　　　！．要望曹ゐ二二
　　鳴　　　　　8
　　　　　　　　ω　基本的な考・え方’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
●・・●　人工衛星を利用した衛星測地鳳高室の羅を1斡と

　　　　　　　　　するκめ・地上諏応命を直襯通すζと秘画従

　　　・　三七地麗回して・勧縫髭摸紺る蘇澄ぐ、
　　　　　　　　　従来め小三三痕測量を重ねていく」際に黍同誌冠黒孜誤差

　　　　　　　　　槻制及び痴羊をはさむ遽隔地域の剥地的結合箸広域的

　　　　　　　　　でしか痛二二お摘縫1て斑嫌的崎与す

　　　　　　　　　る劒であり▽これ’鉱域地殻皮動挨虫、地震予知等，τ

　　　　　　　　　略利用さ’れる．

●　　●　・我姻の剥地測量諜‘払いて従来め剰堂方法では解

　　　　　　　　，玖示可能な啄内側地網の規工氏海洋測地網の整備・日本

　　、＿　　三三v緬確立など嫉際的重要課題広この衛星測地

　　　　　　　　　酵っては鵬て記すう乙とカぐでぎ観2れら麻題

　　　　　　　　　の鰍娼聴して‘、しム働泉的1て達成する四三

　　　　　　　　ゐ個1激適の測地三皇及び衛翻賜ステム蝦要であ

　　　　　　　　　る9．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ！）
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　これは御咽固有の穂のヒ国際協かてよ6てなされゐ

べき竜のと駅ある茄先ず翻個醒り量事業に最鐘酬

地難をオ了ぢ上げ∵エ黙り徽晦峰の興1略

肋正御資糀興し趣掴勲な別地畔て伽1

9て噌羅切であると騨・餌戸罐国幣べ9

行潤れ縫腱⑩鮒端即功と吋・乙≧●

絶唯興野ゆ諺騰’紐七回図海

棚綿の野州1五条働ね縁卸わち地，
聯響き・、玉響軌塀の々学棚燃をよ
り正解櫛ろ乙撚で乱天文学・弛勉裡学園懸

り．微の謂雑地興趣含備野饗等の擁
　！紬～儲く貢醸黙る唾のζ考え容れゆ，　　　　　●

の、納期～皆え方・げ．　．’！

　　方嘩距離の響応タ併綿ズきみセーザ「二一築今回測

．～齢よゐ牌伽麟輔皮ぐある慮
か吻べつて㌧2酬㈱星醐発を早斯瓢レ』・

　3釦tよっ．て重熱卓ρ正確倒立置ゆ決定な行い・・主と

し咽醐地網槻劫ど測翻量1聴すろ守勢課題、

　　　　　　　　　　　　ぐ2）○．　　’

　　　　　の徽姻々・劫乙絹地三三籏撫潤伽“ある

　　　　　地徽蜘徽組励とし」防災・同門全判の実財

　　　　　上の分野麟とよ｛λ地四海ラ羊その三二す嶺輔

　　　　　研究の：分身’て兆重要な役回を泉．す恥のヒ君えられ’る．。

●

　　　　　　レ，ザー反射気三型衛昆の寿命，ざ5年程巌億想され

　　●　ゐ力亡之ρ蜘罐舳作業旧き端3でき帆の閉門

　　　　　れる。しかし紬微動の搬箸嫉め1蝋伽蘇9

　　　　　返すaと武典琴でわり、より一門の精，皮角匁をしも直うす

　　　　　衛動馳ス弘の斑究を行うとと唾能重埆機能縮

　　　　　・する電波理ラ則地錆呈筈’tよゐ勧率の高い衛星測地ウ入テ

　　　　　ム1て⑳d研究雄ある．

　　　2．三冠政策燗におロる位茸グけ

　●　縮醐発政三六緬尉ける測地衛星の開発｝よ次の⊇ケ

　　　　所1τ明確にされセ．いる．．『

、　　の光ず測地分野への宇宙三三応・勲こづいて瓜縮閉

　　　　　発政策ゐ基A力針のなかで、「実利廠卜野における…袖

　　　　’三階舌動」の一分野として拉置引づられZいみ。

　　　　　　（参照：L大綱茅ン章序3節の②）

　　　　（ユ）次‘て、旧地衛星ゐ開発目；三三ついては、当面ノ5耳：問・

　　　　　　　　　　　　　　　　（3，）



＼

燗発する衛影リーズ・の一つであろr雛圏三三

地球観測衛星シり一ズ」のなかで椀則技術の確立を図り

ながら整備運用する乙とを掲げでいる．

　．（参照、；大綱茅2章第ノ下畑Z）一④∫9）・

3．要望の兵捧的内開ご　　　’‘　・し　　　　　　　　　●

。要望事項

　　．レ，ザr反瓶葱型測地衛三三いて，・詠5フ鞍

　祉嘩目途ヒし黙秘4三三・ら開発蜘うゲ

∴；趣従1｝1τ鏑醗緬て月召郷2騒蚊）コ

　　研部を次の揃て跨正するチ雌要望する．

皿［．観測の分野の開発計画

　ノ．一開発デロゲラら．、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　（紛1ヒ入工衛星の’闘発．。　●一’『 ∴一 O

　　　④側地衛星1旧く（きS一／！・

　　　　渕地衛星／・号（弔「・／斗ほ・日承測手瞬1気

　　　　嘩姻内勘三脚羅瀦1醐の
　　　　整調縦と脚下ズ聯57三三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　1

（4）
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●

　　ち上げ’毒目標に開発を行う。

（3）人工三星の聯研究’

b　レ＿ザ㌧四三気球型測地衝量の慨要は以下のヒおりて“あ

　ゐ．

．（b：綴一能

　　　桓崖を貨景ヒした写真激烈1獄ゐ方向観測及びレ

　　・ザ〉．光望用：し、た距離観測力fl司弓馬可能であろ様に・太

　　陽光友繊びレ』ザー光謝痢機能を1糊する．

　②弓造．
　　　フルミコL・ティングされたゑ面1て．小型コー・ナーキ

　　斗プ涙云関門レザー棚寸撚を思し順径

　　幽ン“侃の気多ボ．オプセル内1＝拘たたんご三郷・

　　宇宙空間で，嫁型1て1皮開膨振する。

　③　重　量

　　　約」〃〃1停

（5つ



④軌道
　　高旧約ノ初κ而略脇道．傾斜角約5・瓦

④寿命㌦
　　5年程皮．

④　打上げ耳度

　　ロ召牙ロ5ク三手1隻．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎

⑦地上：施設整：備及び観測作業め計画ぽ下表の通り．

　　　年巌項目

54 ∬ ‘6 5ク 58 5タ 60 61 62
6．3 ♂4

●　，

亀

測地衛星

n上施設’
ｮ．・備

詞ｱ観測

P本観刻
、　　　　　・

●

（の

◎

、

運輸●省

　　　．工．’航を・海上枝街街星の開発

　　　　1．要望の山景幽
■

　　　，ω傭b戯犠抽醗計画の見直しの週程1～おいて，

・●　運儲、郵縮碗群鮪方から滋されてい噛
　　　　　　星計齪総合して、雁・海上蘇鞭星（AMES）・

　　　　　　甑勧の醗あ可能峠織討さμ・関係舗に仙

　　　　　　て・そ七二聯極伽53戦二部醗幌
　　　　［直岬まて繊討するζヒに岬

　　　　　（2）　前記検討の結泉は・別途科学・技衡庁よっ鋤省及び・

　　　　　　郵硝ζの二二麻との形で二郎輪こと．に

　　　　　　なると恩われる鵜二二用ミッションの実：現の可能’

　　●　働うち二二省関係の要鱒伽二二ノて決の姿勢制、
　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　4却の：右式に誌よ・る小じ．オ心当オ呈及まて転満た：されるで「育ピ4生

，　　　　　　があることづべ明ら；ム1てなつナz，

　　　　　　　6拙A塵Sl恢峰三ッショジを髭回して技術

　　　　　　実験を行うた醐発ぎれる．輸である・・

　　　　　《D航空衛星書てよゐ航室管制実験と関連杖術の実験（

　　　　　　　還輸拍）

　　　　　　　　　　　　　　　（ク）㌧
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　㈲大型膨か小型船を含む三白回航椥駒上への

　　衛星利用実験：三輪塘）

㈹小型鷹び・服忌の三三勧門中巴町（

　　郵政省）・　　　　　　　・．．、　，・　　㍉　　　溝

　qy以ヒ・濠定羅ρ群バ肋開脚群技獅）

’．い ﾄ制定≒緑麟発蘇糊腕い砂型監

1灘の七ズρ一壷鵜唇ずられ講綱伽

　我姻の縮醗の聾和の．二つζセτ裡繰及

畔上矧細鰺と妬可動：蜘監畿
　　法各ρ離糊卿り上．げ腿i．6、を

・漏話衝靴A旺β計画の関係．’㌧．

∫b教ゆ面訴角かう見た卿E・6計画．　　◎．．

　　　プメリかカナダ及びヨ唄Wぐ猫閑閑A）

　　朕同開発を行う乙とて進め畝之きた共剛ER、　．

・＄A丁評圃卑．別．カρ自門によって．

　　同計画の心し質征と1蜘三三討三会磁

熱れ・．，謝面諭や三三ケジュ呪・’畔られ

　　ろZ’ヒにた［’っブ＝，

　　’　一’．　　　　　（8）

　　　　　　　・我云国誌同委員会1㍗参加すみとと畑て、洋上航空

　　　　　　．蝉壱制ζい獄ゆ櫓脚ろタデ4を行う

　　　　　　予定であそる。従っ：て共同，《ξ．R．6｛㍉へT評価言†画lt

　　　　　　・よゐ鰍羅の撤げ醐（騨54恥55年‘τ

・　　　　　　ノ個ずζっ、計a個、六｛田ラ尊上F打」＝げを予乱してい

．●　た・）繕磁枠ものとξ商伽く覧い凹ES

　　　　　　　の寿命を約2靴9て無印OSA丁隔れ幻

　　　　●雁皮ヒ遮れバ燗慰ケジチ！・し依＋ρ

　　　　　　撫すよう馬聯馴雛立醐斌嫉脚ぐ

　　　　　　　可能であみ。．一．　　　・　㌧

　　　　　　（ii）・我姻の服雛言悩から琳AMEε計画

　　　　　　　　航蝸では獅の洋上雁燗管制．シ入愁の・

　　　　　　　謄ラ行砒して離離％テ酬・．面上の・

　　●　・蝶要醜奴傑す磁画入眼で冷みという
　　　　　　　懸果駆そ焼入言納を行ってき碗9・麟

、　　碗管制右知轍の蝉勤齢1て伴い・短赦●

　　　　　　　猛1即事郵瀦から幽幽あ9こP召イワ6ク年

・　　卯その騨薩するゆ面出嫌みから汰
　　　　　　　平ヲ羊蹴‘：ζ1聡1ゴる西南衛星の．才丁無げ時期を携熱調閥・を

　　　　　　　ノ年として聯6併と叡、鯛衛星の醗・’漁

　　　　　　　　　　　　　　　　（9り
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　　4勲秘記とすれ’ご紹矛・6藩1顕設計開始鰻

　　粟であみ。’よってA画E：Sゐ成1展を：二言十にラ舌用する

　　’ため1ては、納ESを・㈱58年二二ち上1ナゐ乙

　　どφ廠適ごあるとし、えを

㈹太平テ繊臨ける実記禍を行うz脈よ9、

　　加5・年前期と矛想されろ鶴矧航空機関GρA・）⑬．“

　　の航二二昆1て対サ層聯勘鋤告右式の串り足に寄ふ

　　払とヒ賦1箔来祠欺権衛星三野’て尉

　ノゐ」支摘レベノしの向上に有1効である。’

③瀞高訓翻的緬二二
　　嚇・ぬ年／ノ月ノ7日三二椥構議会ゐ答申「敢

’鰍ぢけ楯勢の変化醐回して船励柱能微勧・

・び鯵舶の．建這1τ関する技術の二皮化を1護かみための問一

回点ヒその対策につし、て扮脈おいて醐白磁航の◎

　安全し効率化及び・省み化1て衛量抵術を利痢すみzヒォ三

重鰍究の一二して鋤上げ畝τ・いる1運継で　、

0三二暇受けぴ二二航周纏ゐ言離棚を行

　っ漏りぽた桐で’轍鮪より一雌を註し嫡食

縫行雨全効率化姻飽としえ鍬を始めて励、

　現在，敵ゾナツト衛星システへ翻1高して実用化のス

　　　　　　　　　　　（ノ0）

　　　　　　チップを進めている．こμら実験項目のヰに1調粒親

　　　　　　賓、速回忌賭弓踊三惑」天候の襯’適応

　　　　　　した朔回路の勧告等が・・含ま：れて1ち・’り’、　ノタク8主「↓又降の’

　　　　　　目三三として’；回船：載コンピュータ、及びタ也上の基士也ノ畠コン

。

　　　　　　ピュごタ間のデータ伝遂∴航法解び・レンジソグ尺よる

・●　鋤位置隷b自動イ蒔を掲ヴてし】を一回ジ・ツ

　　　　　　パでは・四民縛齪崩ROτsの脇上ブを近

　　　　　　日中医行う｛予．定であワ、　ごのままの三態でオ佳オ多するヒ、

　　　　　　三国と循タ幽の騨蜥コ入ト・安雑など噸，

　　　　・で生ずる搬はかり確蜘9ゆ1鳩ゐr．したがって・

　　　　　早急1玉ω機関管理シスチームの船舶運航システ4β）

　　　　　　輝僻四三記田（4濡内輔処理弘弘ω
　　　　　　医療ラ入テム箸1てろいて≒！ステム設計、を身テい、その・妥

　　●　下思ろい’て鍛を行う必要郵ある．そのため，楓遅

　　　　　・くヒゆ肺58職まで｛（細ES・を打ち上げか嬢

’ρ　　　　．・鯉ある。㌃　　　　＼‘

o

冬・三綱醒おけ姫置旧サ．

　　A図ESは移動俸通信核術衛星シリースこの茅ノ号衛星

　ヒしてイ立置：イ寸けられ，る。

　　　　　　　”　　（〃）幽



3．要望の具疹的内容

ω・州とS輔詠コ58年度匹打ちjFザゐZとな目途ヒ

・一すろ．ことを礪齢僑の醗言＋画工組秘摘

　　とと。

μ）第靖雌の日量髄島リ塗白磁辮臨，
鱗静リrズ1灘岬脚ラ・之ヒ∴（等値●

1醗勲襯緬r！名卿
　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　・

4．・開発入ケ三♪ユーノレ
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五．測地衛星の舶発

　∠　妻望の．背景

　（ノ）知球型測地衛星の．打上り”の・必要1｝生・

　　②・本難ゆ新しい時1肋二二て献、う砿痴話

　　　灘蜘鰹愉る働回忌掴の海甑姻働●σ

　　　縫を細る郷無回国ま地醐媚
1コ初4年豚打避を離し聯肋であり“
　　　　2の早期実現‘てっいてば、，測地学審＝議会あ建議（昭

　　　和50年勿a5ガ測口糧の二月実現ゆいて
　　　・」）するヒzろごある。　（建議別添）

　　②　一般1℃気熟型の衛星は、測地座標系の確立区不可

　　　呆な兆ので、米回が過去に3巌打ち上1ブたカぐ、全は

　　すべて消滅しでいる。　　　　　＿　　　●

③・記田ご衛鞍0地に関する最先喘技術を蜘入

　　σれ左回鯉衛星で、この観測1てよる測地法は心癖測　　　、

　　地座オ系、系を確立する上「ご、信1頼、で’きみ唯一・の方法て馬

　　ある。

の気三型旧地衛星の研究ltついて．，

　　本塁星は、上記2機関が昭和44年基礎研究，て着ヨ三

　　　　　　　　　　θ4）

雨
．

∂

璽

　　　　して懸その後の雄測地徹すゐ樹乱騰歩を収収

　　　　しナ躍ら＋分に梶髄行ってきノ純ので、昭イ・53年

　　＼
　　　　皮‘＝は宇宙開発事業団が開発研究を終3すみ段階尺あ’

　　　　ゐ．

　　　（3）　海上保安1寿の海洋測地網の肇備計画．

㊥　 海上保安庁は海洋測地織整備・しく外国の測地網
　　　　との概を弗醸すろ勘の確言悩鯨離縄

　　　　和5ク職紅上ザを矛耀してイ寒紅であるゼ．

　　　　1我丞国は独臼の測地網・（日，本他地系）を椅っ，測地事

　　　　業lt関する先進国である揖、その剥地網な北海道から

　　　沖縄島へ列島ラ窪いに適期試域1て限られ、海を隔てる

　　　　南方、南画の各諸島には．及’ん、で’しいない。

　　　　　また・この測地綿ヒ感官右回のそれら塵と♂）関係桃明

●　らかでは加∴嬉罐の短軸急速晦ラ羊へ辰離

　　　　れセいみオ軋すべての海洋活：動πついて位置決定の基

　　　準を一元的に定義すろZヒは1、’これらb活・動を効率的，

　　　　にかつ円湾に進める上ド不・可欠である。Zのため海洋

　　　　測地網を早期1て整備すべきZ芝姻指摘1前記建議）さ．

　　　　れていた男寸、二右近で1ま、領♪毎ぐ喜管水域の画ノ之など、

　　　　国襟間における海羊の分割利用の姦向獺月確1てねり、’

　　　　　　　　　　　　　ζノ5つ　　　　　　　　　　　　　　　　　一



、

2の作業は二三を要する乙とビなつ九たぬ、別記のヒ

納計画．を進めてし、ゐ。

・2．政策三綱における位置付げ．

　（1）・気」二型ラ則地衛星の二三’

　　　本衛生…は．政蒙六鯛における「電磁＝囲及び固体地球●　　・　・　●

　　観測衝心うソくズ～．の六二1回分顛される．旧地擁昆第ノ

　　号である．嶺宏測地縄0維椅改劃＝ほ㌧この狸の衛星

　　’痢欠で：卿騨以下につ曾て二三を取

　　り入れ胴機能でより能加冠励のの欄を続ける．‘

μ～本雌の役割．：，メ・

　　　本図はご精翻地網の確立1凋いる・陸海の諸活

ゴ露盤ず群国ρ郷慮る罐の曝すべて・

　’乙・糀測地綱畔撫て観測するz聴よって鷹●　　●

　一靱正確蹴勤織できろ．乙ヒにな伽また’・鯛・

　、位置に関する議諭はすべてザこれによって行われるz　　、　、

　　ヒに1」る．。1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穿

　　気疎型測地衛屋の打上予期覚腸和タク」年三導と

　するzヒを要望すゐ．また．その実現の苑めに昭加5

　4年忌から衛量の開発1て：看ぎするよう併せて要ち£する。

（£）矯ボ型三七雀の構奪斌軌道

　　輔ば直径約ノ・勘禰鱗面加工し題鯉．

楢造棒で、その緬傾適口約3、5～4と加のレ

　ザ反射旧約・。～〃。〃個を回すゐ．総重量ぽ80〃！＜デ

　以、上力｛望まし（ハ。・　’

　　れ上軌董は傾解約5・嵐高点ノ卸・禰

　略円軌道どする．

3．難。具体的内．底．

ω衛星の三諦翻
（’6ジ

（！フ）．
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　　　　　　　馳　　　　　、　　，　・　　　　　　覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧　〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文術渕第三0一　‘8’号・　　　　　　別，無　．　』：・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・昭タ150年7月妨’∫日．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コノ

　　　　・騰面上の鱒の騨殖謙三三猷趣iの髄的える炉ラ醜絢で徽馳灘の保全、’

　　　　藤ら欝術磯を羅蝉あ斥畷輝的デ壷蹴る縦してもきわ纏嬰婦で諭
　　　　宇す・’とくに・略熱発・隅1三三ρ晦な課睡回す球め多療な識脚‘広塘噸ざ

　　　　ま｝ており・や聞r騨璽寧決定嘔燦す手脚鞭さが要求さ穐振す・　．．

　　　　　これらρ要三三るや噂・朗1吻地蹄礁立繭三脚規凪醐への轍報聯壱

　　　．，このような現状に釈磯衛毎卿ζやに必聯上騨灘の整備を欧洲騨をよク纏的に

　　　　　欝贈は・1本脚いて灘に藩議した繍漉痛刻勘打上‘継嗣蜘ん甑醜学撫『

　　　　叙騨塑辮47号描1離調の競定略づき・騰のとお航します・　　∫．∫・・

　　．なお・耕について嫡離柔終デ豆に購を・天即死腰動、読闘技衛旅騰を行敬お
　　　　轡・＼1・，．．・ξ1麦画一・’．．　　．

　　　　　　騰粉鱗蜘醐総獣臣詠部大軍舗大隅建設大臣’　・
　　　　”・…㌦’く準先）蝉大臣’．’・．0　’
　　　　魑，『『　’・　　　（連絡先）科学技衛庁長官　　’
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頓

　　　　　　　　　　　　　　　　　／’　　　　　　　　　　　　　ゆ，

　　（別紙♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．㊥

・人kを禰騨惣ま・’蘇鱗聯繋能であ、ら醜無品騰合羽罎にし、『地回・

と轡の枠組端群卿終う1と嫡礁縫の軌脚…記憶によ蝿二軸ζ溢した漉鋤
　’座標系を作るこどができるようになりました。

　　‘我力‘騨・蘇報禍練1瞬纏旧ること・山回ど瀦回忌曇るも㊥位職など

こ姻寓して鯨単願天文台力・図納醸儲と榔つける溺に，四脚獅Lヵーナン．カメラによ

る△工観の警乗嫡施し，同天文三三蝉堂鞠漸の雌は・こめの陥的な筑醜の系に齢さ寂お・
、り d1’また・蘇文台では鞠44惹詳レーザー光で入工嘩の購を醍すらレーザー醜鍛欝も鯨して

　おります。

　　　　二塑・．趾地網瀬安庁麟音晦曝．7年それぞ噸に緯衛藤獅メラ凹し、国ゆ直1

　　　早を鰍騨地点ρ騰定翻を鶏蜘蟻．．源・．，．

　　　　幽ρ翻の群と嫌大饗線は曄地理院編聯ラ赫瞭皆い決定し娠9＿，．。

．∫四国弊院及び晦安回忌蜘噸4回忌冠詞力七三蜘殉一ザ
・躯幹噸雛あて撃ち、・、＼・．：噛11・＿・・回．ト＼∫∴一

ぷのよ箔我が国の織地繍ポ門下rによる鰍定酬域臨多癖顔面か聯噛
　　・㌧星雄戦鍋荊瀧は・地上雌を地鞄蘇軸≒鹸6けるゆりもので払’漉巖さのスケールを与£

　　　るために必須であうます。　　　　’”　　9　　　　　’　　　・　　　　　 　　　　　　“

・・Zかしながr岬隙嚇展させ・麹嚇四三剃三二艦塒て“錬嘱存
ノr硝漸賜ること燃界ヵ1あ贈・’鰯※四望その薗め瀧藤6た二軸上げるとFし鶴
　　　’綿の地理騨その他を考麟と・それ嚇獅用できる碗と．とは鋤鵬冠せんゼL∫”

　　　　欝勲効率的跡地礫システム確立のためには将来・三綱暎状聴し畑圭諦象痴話膿幅要’

　　　で畝縁つ鴨脚岡岬力聯rと・1レ7ザ「測距ができるζと、融融は約姻醸円軌道）

　　　軌道傾角lo～59．’でうるrと等韻備す噸件とな卿識岬と》甑’宇宙購詠藤霜戯

　　　獅『環として聯謙藩閥す袖要が吻ます6

ー
ン

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　・。・．．’　，、　　．　　・　　　　　　馳，・　　　　　、　．．本密議i

　　　　　会街本圃つい狽舳にも兼慎軍曙鋤嬬呆・糊地鞍卿舳凌要匪並び四四晦究潮及び

　　　　　騨節の碑燐燃して・醐げる目麟≒噛研究織索きであるとの結諏達しまこた。
　　　　　t’衛星測地恥業計囲，．　　　．　’　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　’．　　　　　　　　　．

　　　　　　や『．臼本痢地織ρ規主’1’♂〕』1・．恐．1．・∫Fl・．∫　1●1．・．．’

　　　　　　　ρ灘と噌及麟奉鞭！即興晦㈱轍麟とづ蛎…．…
デ1③二繊野幌都憂開門畿L・’．・ン・∫∫一『・’【窓幽’「へ

　　）2ツプー反艦娩脇つ気球三三三星の㈱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　・　　　．　　　　　・一　’　・　　　●　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監
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幽　，

　　　　　　　　、．㌧㌧∫匪団．1’1・∫lll・∫圏1∵∫1デ1㌦∴’こと

　　　　　　　　　臣冠．1笠∫・コ1二IIン弓1’＼．∴1’弓・1．．．・

　　　　　　　11｝襯嚇1．．．・ド．．．ジ・・’・．1．・た∫ジ．

’　　㌦畑鱗旧く回すお・とと’鵬レ」㌃1ゆ柳1驚性騨職を備郷堺によ回田勲臣

　　　　　’．．轟姦臣∵∵∵轡1御忌1脚1轡1室ll・　一

　　　　　　　　，群は雑坤プ千ンぞ両年10畷の燃駕と偽匹ザ耀遣駄ては・朗体6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l」
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　　　　皿．．気象衛屋に関する要望

　　　　　∠　静止気象衛星（G図Sう』』矛備衛星の有効利用・

　　　　　　（θ要望の背・景

　b　　　　　　　　嗣餌・丸秘爵ク月ノ4日1で打ち上げ順位

　　、　●　　　し、その後暑z宙開、・発・ヨ5業1団1てよる衛畠の動4乍，確言忍、等の

　　　　　　　試痴緻ご昭和5喜ノ肩粕忌数軟の遡を

　　　　　　　二二た．Zの間旋回齪して’三論崖砥ヒ．ン軸

　　　　　　　と機二二ゐ傾きの二た勘画三三ぐtとびるZとつぐ明らム

　　　　　　　になったイ寸，この歪ば地上設備の一部匹手を入れる乙

　　　　　　　とよ？て撫できるζびわかり・．日一二4賦

　　　　　　　にZのξ二：直し1護完3七た．．

　　　　　　　　また．、気無での運用を開盤した撒ゐ潤題点ヒして

　　　●　’減心慮タ陵独　掛（VIS38）の可視センサ8

　　　　　　　個（家系4・死長話4）のケちの2個が光電子増倍管

　　　　　　　の高圧電源の故障のため使用ごきなく孟よっ五蕉冗長
’ド

　　　　　　　系ζ剛替える乙ヒ1てよって運用上の支障．ば生じ，ていな
一’・

　l　　　　　　　　　　u．

　　　　　　　　現在釧Sの同店！定められたスケジ亀エーソしどおし
　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　加で行われてい．て．その観測專の成果ば有効’叉地球夫

　　　　　　　　　　　　　　　　r25）　’　　　　　　　　　　　　　，



　凝開発言栖崎ARP）の第次回繊験ぐF¢¢E）

　・崎与しぼ細れ気象緬の改甚1雷序されて¢

　　う一gl．幽　・・∴一●　1．∴’1ヤ∵．

　　今撫醗の拍観⑳繍焔醗計画ゆ寄
　　与砦を行ケみや予1棚鐸傾効1～利組しちい・

に）・太綱1しおまする位置付け一 @1．　・’　…　　　　　　　●

　　　　　　　　　　ド　　　気購星rンリ　ノズ’
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宇宙開発計画の見直し要望（そりrり

　　　　　　　　　　　　　　　郵　　政　　省
　　　　　　　　　　　　　　　53。　6。　27

1　実用衛星

（1）実用通信衛星

　　実験用中容量静止通信衛星（CS）の開発成果三二び実験

　結果を踏まえて、CSと同規模の衛星κついて、本機を昭

　　和57年度κ、予備機を昭和58年度に軌道上に打ち上げ

　　ることとする。

　　　また、本システムは、継続して運用する必要があるので、

　衛星の寿命期に次期衛星を打ち上げるものとする。

（2）実用放送衛星

　　実験用中型放送衛星（BS）の開発成果及び実験結果を

　踏まえて、BSと同規模の衛星について、本機を昭和58

　年度に、予備機を昭和59年度に軌道上に打ち上げること

　．とする。

　　　また、本システムは、継続して運用する必要があるので、

　衛星の寿命期に次期衛星を打ち上げるものとする。

2　電磁環境観測衛星

　　電離層観測衛星（ISS－b）による成果を踏まえ、その

機能を拡充して、宇宙空間の電磁特性及び地上の電磁環境を

一一 P一

観測する衛星を、昭和60年度ごろに打ち上げることを目標に

所要の開発研究を行う。

3　通信技術衛星（ACTS－G）

　宇宙通信が宇宙開発の基幹的技術の一つであることにかんが

み・この分野の自主技御の確立を図るとともに》将来の通信需

要の増大及び多様化に対処するため、新しい周波数や：通信方式

の開発、衛星間通信技術などの確立を図る必要がある。

　　これらの一環として、周回斗星を対象とする衛星間通信技術

実験、併せて将来の陸上移動体、無人観測機器等との通信技術

実験：をも可能とする大型展開型アンテナの開発を主目的とする

通信技術衛星（ACTS－G）を、昭和6手年度ごろに打ち上

げることを目標に所要の開発研究を行う6

4　航空。海上技術衛星（AMES）

　海洋国として▽現在我が国では、多数の船舶が活躍している

が、現在の漁船等の通信システムは、品質、容量等に問題が多

いので、これを改善する必要がある。このため、我が国の実情

に適した海上通信衛星システムを開発することを目的として、

昭和59年度に航空・海上技術衛星（AMES）を打ち上げる

こととし、そのためのシステム及びミッション機器の開発研究

を行う。

一2一

●

●



5　衛星とう載用能動型電波リモートセンサーの開発研究

　将来の衛星通信に澄けるミリ波利用の基礎の拡充を図るた

めに、また、集中豪雨の監視、海洋観測等各種リモートセン

シングへの利用も期待できる衛星とう三三能動型電波リ・モー、、

　トセンサーの開発研究を引き続き行う。

●

一3一
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